第26回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2010年12月8日(水曜日）

時間:　13時30分より

接続: KEK-MCU2 + WEBEX

出席者：浦川、杉山（KEK会場）、加藤、杉本、川瀬（大阪会場）、飯島、栗木、久保、増元、細田（広島会場）

◯加藤氏(磯山先生代理)より、CuのPdロウ付け試験について報告があった.

160%のPdロウを仕込んだサンプルにおいて、ロウ

の外部への流れ出し量を計測した。計測は当初の膜厚計ではなく、光学顕微鏡で断面を観察して見積もった。その結果、余剰なロウの量と浸みだし量がほぼ同一であった。ロウ量を100％前後で条件をつめていく。また今回はロウ着け前にRF調整を行うので、そのための治具を設計した

Q:加工による周波数追い込みの目算は？

A:検討中である。

Q:加工と計測の段取りは？

A:大和製作所にネットワークアナライザーを持ち込んで行う。

Q:ロウ着けにおける周波数のずれの見積りは？

A:基本的に無いつもりだが、ズレがでた場合にはKEKのチューニングマシンで調整する。周波数を低くする方が容易なので、ロウ着け前に若干高めに調整する可能性もある。

Q:カプラーの内導体をKEKからお借りしたい。

A:確認する。

◯浦川先生より、量子ビームの進捗について報告があった。

2012年の1月よりSTFで量子ビームのビーム加速試験が開始される予定。同3月には放射線検査があるので、そこで定格の30％の出力を出さなければならない。またそれに先立ち、2011年の4-5月にFNAL空洞への3.5MWのRF入力を実現する予定である。

Q:FNALの空洞テストの後に阪大の空洞のRF入力テストをしたいが可能か？

A:スケジュール的には可能だ。ただし、冷却水の仕様が大幅に異なるので、現在のSTFでのチラーの容量を確認して、対応できない場合は別途用意する必要がある。

◯その他

2011年１月11-12日の二日間、広島大学東広島キャンパスで高輝度・RF電子銃研究会が行われる。是非参加をおねがいしたい。

次回ミーティングは1月11日（火曜）　9時00分より、研究会前に行う。

文責：栗木　　　

